
  

ＰＴＡ主催の防犯講話「闇バイト・ネット犯罪に巻き込まれるな」 
 

令和７年１月 22日（水）７時間目に、ＰＴＡ学年委員会が主催して、防犯講話を実施しました。 

この講話は、最近ニュースでよく取り上げられている「闇バイト」に子どもが絶対に巻き込まれないように

したいという保護者の強い思いのもと、３学年ＰＴＡの方々が中心になって計画して、全校生徒・希望する保

護者を対象に実施しました。講師について、茨城県弁護士会に相談して、種田・鈴木法律事務所の関山英忠様

を紹介していただきました。 

講話では、関山弁護士が「闇バイトは重い罪で、関わった少年が少年院に送致されたこと」「ごくふつうの

少年で『家族に迷惑をかけたくない』気持ちで抜け出せなくなったこと」「ＳＮＳの闇バイトの実際の画面」

「個人情報を公開する危険」「闇バイトにだまされない視点」などをわかりやすく説明してくださいました。 

講話後、３年生の會澤香音さんが「講話の内容を心に留めて、絶対に闇バイトに関わらないよう自分自身を

守っていきます」と謝辞を述べました。 

生徒のみなさんは、困ったこと、不安なことがあれば、一人で抱え込まずに、家族や先生、友達に相談しま

しょう。友達から相談を受けた生徒も闇バイトなどの危険性を感じたら、身近な大人に相談しましょう。   

保護者は、生徒のみなさんが、毎日を明るく楽しく過ごして、幸せな人生を送ることを心から願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関山弁護士の主な話】 

・闇バイトは「銀行からお金をおろすだけで５万円もらえる」「ホワイト案件」「警察官も知り合い」などとＳＮＳで募集。 

・応募すると「テレグラム」「シグナル」など、メッセージが消えるアプリをダウンロードさせて、やりとりをする。 

・家の住所、学生証、自宅付近の写真など個人情報を送るよう指示される（逃げられないよう情報を集めるため）。 

・一度関わったら、後戻りできない。逮捕されて「もう闇バイトをしなくてよいので、ほっとした」と話す若者もいる。 

・応募方法は「ＳＮＳ等で自ら応募」「先輩・知人・友人に誘われた」「ＳＮＳで知り合った人から誘われた」がある。 

・これからは、不特定多数の個人が情報を発信する時代。正しい情報を見極める能力は、サバイバルスキルである。 

・高額なバイトの話は信用しない。もし手を出してしまったら、親、学校、警察、弁護士など誰かにすぐに相談すること。 

 

司会 ３学年委員長 鹿志村 様 

講師 弁護士 関山 英忠 様 講話のようす  

 

「シグナル」「テレグラム」など 

スマフォに証拠が残らないから 「超えてはいけないライン」 

令和７年１月 23日（木） 

【闇バイトにだまされない４つの視点】 

１ 人（情報）を信頼しない。→「誰」からの情報であるかが非常に重要。ＳＮＳの相手は顔が見えない＝そこら辺の人。 

２ 報酬はもらえない（もらえるとは限らない）。→使い捨ての人材にされる。闇バイトは重い犯罪。１年以上刑務所へ。 

３ 犯罪はバレる。→絶対に見つからないことはあり得ない。不審な人の情報は、すぐに通報されて、警察に集まる。 

４ 手を引くなら絶対に早い方がいい。→過ちは誰にでもある。自分でやめないといつまでも闇バイトから逃れられない。 

実際のＸへの投稿 

「闇バイト」の募集 



 

【説明資料（抜粋）】 ※スライドの使用は、関山弁護士に了解をいただいています。 

① ② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ ⑩ 
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